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外 国 語 と し て の 英 語 聴 解 能 力 及 び
そ の 能 力 向 上 方 法 に 関 す る 研 究
一対話場面の状況に関する情報が英文聴解力に与える効果に関してー
喜 田 慶 文＊
I は じ め に
日本 人学 生 の英 語聴 解能力 に関 す る技 能 は 、例 えば そ の読解力 に比 し て著 しい インバ ラ ン スが見
ら れ る（喜 田'92 、他 ）。 聴解 能力 向上 お ける阻 害 要因 とは何 か、そ れ を取 り除 く方 法 に はど のよ うな
もの が考 え られ るか、 また英語 聴 解 能力 を 向上 さ せる手 段、 方 法 に は どの よう な ものが 考 えら れ る
か を明 らかに す れば、 英 語 りスニ ン グ のよ り効 果 的な学 習、 教 授 が可 能 となるで あ ろう。
こ のよ うな問 題 に対 処 する に はい くつか の 方法 が試 み られ てい る が、 そ の可能 性 が高 い と思 わ れ
る もの の一 つ に




本研 究 で は、 この 「予測 」 を高 め る一 方 法 とし て英文 対話 文 を 聞 き取 る 際 に「対話 場面 の状況 に
関 す る情 報」 が被 験者（学 習者 ）に与 えら れた場 合 とこの情 報 を与 えられ な かっ た場合 とを比 較し て
英文 聴 解力 が ど の程度向 上 す る かを テ スト し 、 その結 果 を数値 的 に測 定 、考 察 し、英 語 り スニ ング
のよ り効果 的 な学 習、 教 授法 を探 る もので あ る。




問を使用して2 回テストを行い、第1 回テストはA 、B 同じ条件で、第2 回はA には対話場面の
状況に関する情報を与えるために日本文での状況場面の説明を付し、B にはこのような情報を与え
ず第1 回と同じものを繰り返した。
’東 洋 大学 国際 地域学 部；FacultyofRegiona 】DevelopmentStudies,ToyoUniversity
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大学のTOEFL 講座受講生（大学第1 、第2 学年に在籍し ている日本人学生）20 名を対象 とた。2
）テスト方法：
テスト問題は「TOEFLTESTPREPARATIONKIT 」2)のリスニング問題一PartA 一対話文から40
問 を抜粋し、TEST-A 、TEST-B 各20 問として、使用した。
第1 ［可テスト：
調査対象者20 名 に対してTEST-A 、TEST-B 各20 問、計40 問でテストを行い、TEST-A 、TEST-B
それぞれの結果を集計した。
テスト方法はTOEFL で行 われているの と同じ く、対話文（音声のみ）を1 度聞いて印刷さ れてい
る答 えの選択肢 から解答を選ぶ形式で、第1［HTEST-A （以下‘トA' とする）、第1 回TEST-B （以
下‘トB' とする） ともに同一形式である。
第2 回テスト：
第2 回TEST-A （以下｀2-A' とする）ではダイアログの背景知識 を被験者が得られるよう下記の
例1 のように各問題につ き解答の選択肢 の上に日本語にて簡単な説明 （巻末資料参照）を付して テ
















第1［可テスト結果1-A 、トB 、第2 回テスト結果2-A 、2-B を被験者別得点（表1 参照）、問題別
正答数（表2 参照）を集計し、表にした。また、解答方法が4 者択一方式であるため偶然の確率に
よる正解者は被験者20名の4 分の1 にあたる5 名である。したがって解答率が有意味と考えられる6
名以上が正解した問題TEST-A:15 問、TEST-B:15 問を得点別（表3 参照）に集計し、表にした。

































第2 回テスト結果の高正答率問題順 に集計し、第1 回テストと比較した。TEST-A 第2 回テスト
（2-A ）の最高正答問題 は<A-18 で正解者数は13 名（20人中）で最低 はA-16 で2 名、TEST-B では
最高は問題 〈B-3 〉で16 名、最低は<B-18 〉の3 名である。
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・「差異数」は第1 回 テスト と比較して第2 回テストで増加した正解者数であり、TEST-A の最
高 は問題〈A-5 〉で8 名、最低 はA-14 の7 名減少、TEST-B では最高は<B-16 〉の5 名、最低 は<B-13
〉で5 名減少している。
正解者数延べ合計人数はTEST-A では第1［可テスト（トA ）H4 、第2 回テスト （2-A ）153 、差





























































3 ）第2 回テスト正答数6 ポイント以上の問題文
解答率が有意味と考えられる6 名以上が正解した問題TEST-A:16 間、TEST-B:16 問である。TEST-A
の正答総数 は、第1［亘1テスト トA が94 、第2 回テスト2-A が134 で差異数は40 であり、
上昇率 は約43 ％である。TEST-B
では、トB が135 、2-B は161、差異数26 で上昇率は約19% である。
喜 田 外国語としての英語聴解能力及びその能力向上方法に関する研究
一対話場面の状況に関する情報が英文聴解力に与える効果に関して一












































、TEsT-B とも同じ問題 を2 度テストし、第1［回テストはTEsT-A 、TEsT-B 同じ条件
で、第2 回テストはTEsT-A には「対話場面 の状況に関する情報」を被験者に与え、TEsT-B には
与 えなかったが、その結果には明らかな差 異が見える。TEsT-A
ではトA の成績114 ポイントに対 する2-A の成績153 ポイ ントは39 ポイントの上昇であ
りトA の上昇率 は34 ％強であった。これに対してTEsT-B で はトB:156 、2-B:181 、その上昇ポ
ー








偶然の確率による正解を排除し、解答率が有意味 と考えられる問題 はTEST-A:15 問、TEST-B:
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15問（表3 参照）である。TEST-A
、トA の正答数94（正答率8.4％）、2-A の正答数134（正答率26.4％）、差異40 、トA に対
する2-A の上昇率42 ％強、正答率では2-A はトA の約3.1倍である。これに対して、TEST-B で は
トB の正答数135（26.7％）、2-B の正答数161（38.2％）、差異26 、トB に対する2-A の上昇率21 ％弱、
正答率では2-B はIB の約1.4倍である。TEST-A の上昇率、約42 ％、はTEST-B の約21 ％ と比較し
て約2 倍である。 また単純に上昇 ポイント数だけを比 較し てもTEST-A の40 ポイントはTEST-B
の26 ポイントの1.5倍強にあたる。したがって、対話場面の状況に関 する情報は英文聴解力向上に明
らかな効果があることを示し ているように思える。
し かし、問題〈A-14 〉のように第1［亘］のH ポイント（正解率55% ）から5 ポイント（正解率20 ％）
に激減している問題、反対 に問題〈A-2 〉のように5 ポイント（正解率20 ％）から13 ポイント（正解
率65% ）に激増している問題 もある。 また、マイナスポイントの総計 はTEST-A で8 ポイント、TEST-B
で11 ポイントである。次節でこれらのことについて考えてみたい。3
）差異のばらつきが大きい間題に関して
差 異のばらつ きが大きい個々の問題の検討に入る前にTEST-A 、TEST-B のテスト問題に関する
結果（成績上昇率）の散布度 を見てみたい。TEST-A
での第2 回テストでの上昇率は総計40 ポイント、平均2 ポイントであるが、個々 の問題
の上昇率に関する数値の分散8.4475:
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では、上昇率総計40 ポイント、平均2 ポイントであるが、個々の問題の上昇率 に関する
散布度 は、分散7.6625 、標準偏差2.768はTEST-A よりは低 く見 えるが差異の平均値が1.25でTEST-A
（1.95） より高いた め変動係数は2.2144で高くなっている。-
この変動係数がより小さいことが示されているTEST 一A の結果 は、対話場面の状況に関する情報
があればその情報の無い もの（例 えばTEST-B ）と比較して聴解力向上率 もよりばらつ きが少なく、
「対話場面の状況に関する情報」 と「聴解力向上」 との相関関係の存在を示しているように思われ
る。 さらに、解答率が有意味 と考えられる6 名以上が正解した問題 に限定（表3 参照）してみると、TEST-A
の平均上昇 ポイントは2.667 （TEST-B 、1.7333 ）、分散4.0888（TEST-B 、6.7003）、標準偏-
一





それでは、ばらつきの大 きい問題文 について考 えてみたい。TEST-A ではトA に対する2-A での
上昇率 は平均で1.95ポイントであり、 に20問題中15 問題は平均値のO から2 倍のO ～4 ポイントに
入っている。ばらつきが極端 に大 きいの は、平均 値の約4 倍の8 ポイント上昇した<問題A-5 〉、ま
た フポイントに激減した〈問題A-14 〉である。
まず急上昇した〈問題A-5 〉には以下のような状況説明文 を付した：
「男 かなペ ーパを書き上げ て明日提出 しようとし ている 」（問題文の例 はAPPENDEX 参照）。I-A
で最も多〈 回答していた 〈問題A-5 〉の答 えの選択肢は(C)Readthenewspaperagain. （9
名）であった。音声 で与 えられた英文 は ‥‥I'dbetterreadthroughthepaperagain. であったの
で与 えられた日本文から選択肢(A)Rewritethepaper 。と(C). ‥.newspaper ‥‥ を排除できたため
と考 えられる。
つぎに、激減した〈問題A-14 〉であるが、以下のに本文を付した：
「 今笑期の履修につい て」（問題文の例 はAPPENDEX 参照）。
正解 は（C ）He'smakingabaddecision. で トA で はH 名 が正解であった。 他の選択肢 では（A ）が2
名、（B）が1 名、（D ）が6 名であったが、2-A では（A ）が7 名、（B）が6 名（C）が4 名、（D ）が3
名であった。2-A では音声で与 えられた英文が、‥‥twoextracoursesthisterm. であり、付され
た日本文からの推測で選択肢 にcourses やa ・traのある(A)Hehastakenextracoursesbefore. と、(B)hewon'tmindtheextrawo
沈 に回答が集中したと考えられる。
このことから、英 語聴解力向上の一助 とすることを目的として被験者 （学習者）に「対話場面の
状況 に関する情報」 を母語にて与える場合その文言の適切性につい ての検証 も行われなければなら
ないであろう。
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今 学 期 の 履 修 につ い て。(A)Hehastakene
χtracoursesbefore.
（B)Hewon'tmindtheextrawork.(C
）He'smakingabaddecision.
（D)Heshouldbegraduatingthisterm
〈A-18 〉(man)(woman)(narrator)
1oughttocallJoanandtellheraboutthemeetingthisafternoon.
Whybother?You'llseeheratlunch.
Whatdoesthewomanmean?
午後に会議があることを彼女に知らせる必要があるのだが・・・(A
）AskJoantocometothemeetingbeforelunch.(B)TellJoanaboutthemeetingatlunch.(C
）AskJoantomeethimforlunch.(D
）CancelthemeetingwithJoan.
